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研究成果の概要（和文）：陽電子放出断層撮影法（PET）イメージングと磁気共鳴イメージング（MRI）システム
を同時に使用するためマイクロストリップ伝送線高周波（RF）コイルを開発した。 このコイルは、イメージン
グ時間を短縮するパラレルイメージングに使用でき、7テスラ超高磁場MRIシステムにも適している。 超高磁場
の診断画像は高い信号強度、低いノイズと高い解像度であり品質が高い。 ＰＥＴインサート開発に様々な異な
る研究材料も購入した。 また、複数の科学会議に出席し、研究結果を確立するために科学論文を発表した。提
案したRFコイルの特許を提出した。 

研究成果の概要（英文）：We have developed a microstrip transmission line radio frequency (RF) coil 
to be used for the positron emission tomography (PET) imaging simultaneously with a magnetic 
resonance imaging (MRI) system. This coil can be used for parallel imaging that will accelerate the 
imaging time. It is also suitable for ultrahigh field MRI systems, like a 7 Tesla MRI system. At 
ultrahigh field diagnostic imaging quality improves with high signal intensity and low noise and 
high resolution. Different other RF shielding materials and imaging materials were also purchased 
for PET insert development. We also attended several scientific meetings and published scientific 
papers to establish some of study results. Some study are on way for publication in the near future.
 We also achieved a patent on the proposed RF coil. However, due to the unavailability of the 
required wireless module, we could not pursue our previous plan of a wireless PET. We are extremely 
sorry for that. Thank you very much.

研究分野： Hybrid medical diagnostic imaging system (PET/MRI)
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新しいRFコイルにより、7テスラのMRIのような超高磁場MRIシステム用のヒト脳PETインサートを開発することが
可能です。 我々がそのようなシステムを開発することでパイオニアになることを目指しています。 それは認知
症の高精度研究に使用することができます。 どうもありがとうございました。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
陽電子放出断層撮影法（ＰＥＴ）は分子イメージングにおいて優れており、一方で磁気共鳴イ
メージング（ＭＲＩ）システムは構造イメージングにおいて優れている。 同時のＰＥＴ ／ Ｍ
ＲＩイメージングは、認知症のような疾患の高精度診断を可能にする。 超高磁場（７テスラ）
では診断画像は高い信号強度、低いノイズと高い解像度であり品質が高い。 超高磁場ＭＲＩの
場合、均一なＲＦ磁場撮像領域を得られるには多チャンネル並列無線周波数（ＲＦ）コイルが
必要である。 この目的に、我々は PET 互換のパラレル送信 RF コイルを開発した。 
 
２．研究の目的 
超高磁場 MRI システム用の RF 適合 PET インサートを開発することである。 
 
３．研究の方法 
 
ＰＥＴとＭＲＩ構成要素との間の電磁相互作用を回避するために、ＰＥＴ検出器はＲＦ遮蔽さ
れる必要がある。 通常、MRI 用の PET インサートを設計するためにいくつかの RF シールド
ボックスが使用されている。 一方、マイクロストリップＲＦコイルはマイクロストリップと平
行にＲＦシールドプレートを必要とする。 我々は、マイクロストリップコイルの従来のＲＦシ
ールドをＰＥＴ検出器モジュールのＲＦシールドで置き換え、新型のＭＲＩ適合マイクロスト
リップコイルを開発した (Fig. 1)。 こうすることにより、少ないＲＦシールドで高いＲＦ適合
性のある複合単一ＰＥＴコイルモジュールになる。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、4 チャンネルマイクロストリップコイルのプロトタイプを開発した (Fig. 1-2)。 
実際の人間の脳のイメージングには、12以上のチャンネルが必要である。 
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Fig. 1. Comparative schematics of the (a) conventional and (b) proposed microstrip coil. 
(c) A photograph of a single-channel of the developed PET-microstrip coil and (d) a 
photograph of the interfacing circuit for the 4-channel of the proposed coil; and (d) shows 
a 4-channel coil with phantom inside the MRI system. 

(d) Interfacing circuits for the 4-channel coil.
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(a) MRI image for one channel coil. (b) MRI image for the 4-channel proposed coil.

Fig. 2. MRI images generated from the developed new RF coil for PET insert.
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